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当会は平成 28 年 4 月に経済産業省より経営発達支援計画の認定を受けました。本報告書

は、経営発達支援計画に基づき実施した平成 29 年度の事業内容とその評価、および次年度

に向けた改善事項を報告するものです。 

 

■経営発達支援計画とは 

 

小規模事業者の持続的発展と地域活性化のために、商工会が作成する支援計画を経済産業

省が認定する制度。 

 

■当会が策定した経営発達支援計画の概要 

実施期間 平成２8 年４月１日〜平成３3 年３月３１日 

計画の 

概要と 

目標 

小規模事業者の持続的経営の発達を図るため、以下の支援内容を 

目標とする 

 (1) 地域における経済動向調査や小規模事業者の経営状況・需要動向調査

を行い、外部有識者による専門的な分析によって支援事業者の課題を

明確化する 

(2) 売上や利益の伸び悩みで経営環境が悪化している事業者や、後継者対

策に悩む事業者に対し、新たな需要の開拓に向けた事業計画策定・実施

支援とセミナーなどの講習会を開催し、売上・ 利益の増加に直結する

各種支援策を講じるとともに伴走型の支援を実施する 

(3) 販路拡大に向けた展示会・商談会などへの出展支援及び、SNS の活用

や PR による知名度向上のための広報活動を支援する 

(4) 地域の特性・強みを活かした観光産業の育成を視野に新たな商品開発

支援や、市内消費の拡大と観光客の取り込みを図るため、関係団体・支

援機関との連携を強化し、商品券の有効活 用や各種イベントの支援を

図る 
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※詳細な内容は https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/shokibo/nintei_download/40-38.pdf 

 よりダウンロードできます 

 

 

■実施結果の報告 

 

本発達支援計画を円滑に進めるため、当会では「需要動向・経営分析」「創業・販路開拓」

「事業計画策定・実施支援」「地域活性・支援力向上」の４つのチームを作り業務運営を行

いました。チーム毎に複数の目標値を設定し、進捗状況を管理しています。 

項目毎に判定基準を設け、定量的・定性的の二つの視点からＡから D の四段階で評価して

います。 

また年に二回、外部有識者を交えて評価委員会を実施しています。本計画の実施状況に関し

て外部有識者の方からいただいた評価と指摘を元に、次年度の事業内容を改善します。 

 

※1：評価基準の見方 

＜定量的＞ 

A：100％以上  B：80%以上〜100％未満  C：50%以上〜80%未満 D：50％未満 

＜定性的＞ 

A：大幅に達成  B：ほぼ達成  C：未達成  D：要件等 
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（１）需要動向・経営分析 
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（2）創業・販路開拓 
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（3）事業計画策定・実施支援 

 

 

  



糸島市商工会 6 

 

(4)地域活性化・支援力向上支援 
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■平成 29 年度 発達支援計画全体を通じての外部有識者の評価 

 

∙ 最終成果を意識して取り組み内容を改善・発展させており、計画をこなすのではなく会

員事業所の発展のために効果的に活用していると感じた 

∙ チーム制で取り組むことで着実に成果を出している 

∙ 創業予定の事業者だけでなく、既存の事業者との相互交流を促す仕組みも取り入れて

ほしい。 

∙ 成果を数字で出す事も重要であるが、定性的な部分での成長も大事にしてほしい。また、

チームの垣根を超えて効率化を行えば、個別支援の時間をさらに確保できるのではな

いか 

 

 

■経営発達支援計画 事業評価委員会 

 

日時： 

（中間）平成 29 年 10 月 24 日（火）10 時 00 分〜12 時 00 分 

（最終）平成 30 年 2 月 23 日（金）14 時 00 分〜16 時 00 分 

 

場所： 糸島市商工会 本所 智識倶楽部 

 

委員：（敬称略、順不同） 

株式会社フロウシンク 代表取締役/中小企業診断士 米倉 博彦（委員長） 

糸島市商工会 会長 山﨑 九十九 

株式会社日本政策金融公庫 融資第二課長 竹内 亮 

糸島市 産業振興部 水産商工課 課長 川上 重則 

福岡県商工会連合会 企画室 室長 大原 慎児 

 

以上 


